9. DLAフラクタルのクロスオーバーと非平衡臨海現象(パターン形成、運動と統計,研究会報告) by 長谷, 隆
Title9. DLAフラクタルのクロスオーバーと非平衡臨海現象(パターン形成、運動と統計,研究会報告)
Author(s)長谷, 隆








9.D L A プ ラ ク タ }レ の ク ロ _ス オ - ノヾ -
と ヨF平 衡 臨 界 現 象
すりt､9こ
静岡大学 工短大 長谷 隆
ラジアル ドリフ トを伴 うDLAバターンの変化をシミェレ-シFンとくりこみ群によ
って調べた｡中心に置かれたシー ド粒子の方向にバイアスしたランダムウオークによっ
てシミ>レーシ EZンをおこなった｡ ドリフ トの増加に伴ってバターンはDLAフラクタ
ルからdenseradialaggregationへ とクロスオーバーしてい く く図 1)｡ ドリフ トの強
さPとクロスオーバー長 亡との関係は図2に示 した｡ クロスオーバー長 Eは次式のよう
にスケールされる｡






こ こ で ､







D'=RD (D･u) u'=Ru (D,u) (4)
これは D*jt0,uも O で固定点を与える (図 3)｡ 相関距離は ∈～u-i/do
とスケールされる｡ここで､ do はDLAの表面 フラクタル次元を･しめす｡ この結果は
シミュレーシ Fンの結果 (1)と一致する｡
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